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□ ２学期もコロナに負けず、なんとか乗り越えることができました！  

 おかげさまで大きな事故やケガがなく、２学期終業式を迎えることができました。２学期もまた新型コロ

ナウイルス感染症の感染状況を見ながらの教育活動でした。恵まれたことに、本校は日常の学習（授業）や

学校祭等の行事について、ほぼ予定どおり無事に終えることができたことに、まずはホッとしています。と

かく、どうしても「これまで（昨年）や他校との比較」をしてしまうかもしれませんが、胸を張って言える

のは、明倫中の教職員は、感染状況等を見ながら、考え計画し、「今できること」を苦労して実行したこと

です。その起点になるが「生徒にとって」でした。反省点はもちろんありますが、次年度につながる成果多

い２学期でもありました。 

 ３学期もどうぞご支援ご協力をよろしくお願いします。そして、どうぞよいお年をお迎えください。 

 

□ 初めての試み！「新入生個別入学相談会」をやってみます！ 

 例年３学期には新入生体験入学と保護者向け説明会を開催しておりますが、今年度はそれに先駆けて、「個

別入学相談会」の準備を進めております。冬休み中に、あくまでも、希望する小６児童と保

護者のみではありますが、お話を聞く機会を設けます。（堅苦しいものではありません）

少しでも本校入学に向けての「不安の軽減」、そして「４月のスムーズなスタート」が

目的です。初めて中学校にお子さんを入学される保護者の方にとっては、心配事は

多いのではないでしょうか。 

 そんな不安に寄り添える明倫中学校でありたいと思っています。すでに数名の

方が希望されており、対応する私、新倉教頭ともにお会いできることを楽しみにし

ているところです。 

 

□ よりよい学びの環境づくりに向けて！ 

 今年も校舎老朽化に関するご意見を保護者対象の学校評価アンケートでいただいています。校舎老朽化に

ついては毎年市教委に要望していますが、なかなか順番が回ってこない現状です。断言できるのは、ここ数年

での改築は期待できません。とはいえ、子どもたちにとってのよりよい学びの環境づくり（勉強しやすい、暑

すぎず・寒すぎず）は絶対必要です。しかし、『校舎内がとっても寒い（温度が上がらない）』のが明倫中学

校です。対策として①暖房機の設定温度を高くする、②朝の一定時間、１階ホールで体育館用ジェットヒータ

ーを作動させ、暖気を流す（灯油臭さがネック）、③寒気が流れる箇所に、パーテーション＋シートで防御、

を考えています。しかし・・・？「考えられること・できる改善」は図っていきますが、着衣の工夫もご理解

願います。（なんと、登校時ジャンパーなし、夏と同じ着衣の生徒もいます・・・心配です！） 

 

 



□ 学校評価アンケートへの協力ありがとうございました！ 

今年度は２５５名（回答率８２％：；昨年度７８％）の保護者の皆さまに回答をいただきました。集計結果

等については、後日お知らせ致します。改善すべき事項については、できるものは３学期から

取り組んでいくことをお約束致します。なお、今後も学級担任や部活動顧問等に聞きづら

い、言いづらいことがあれば、校長遠藤が承ります。お子さんの学校生活が今よりも充実

されられるよう、ご遠慮なく連絡してください。 

 

【生徒の皆さんへ】冬休み「すごく頑張らなくていいよ？」でも「ちょっとを続ける」が大事！ 

さて、明日から冬休みがスタートします。「１．０１の法則」と「０．９９の法則」をご存じでしょうか？  日常あな

たのふだんの姿・取組を「１」と考えると・・・・・、 

「１．０１の法則とは １．０１３６５＝３７．８」 

「０．９９の法則とは ０．９９３６５＝０．０３」 

 つまり、日常にちょっとだけプラスのこと（１．０１）を１年間続ければ、とて

も大きな力（３７．８倍）になるが、少しでも力を抜いて（０．９９）１年間を過

ごしてしまうと、本来の自分の力にも及ばなくなってしまう（０．０３倍）という

意味です。（もちろん、数字上の例え話ではありますが・・・。） 

 今年の冬休みは、２４日間あります。「日常やっている学習や生活」＋「ちょっ

とした努力」を加えるだけで大きな成果につながるはずです。この「ちょっとした

努力」は、どんなことでもいいのです。各自で工夫してください。特に、１５の春

を目指す３年生にとっては、最後のまとまった時間を過ごすことになります。３学

期につながる有意義な冬休みにしてください。 

 

 

【バドミントン】 

【女子バスケットボール】 

 苫小牧地区 U-15 リーグ戦 女子 G リーグ 優勝 

【アイスホッケー】 

 

【卓球】 

 中学選抜卓球大会苫小牧支部予選会 男子団体 第３位 

【ボランティア部】 

 ごみ散乱防止などに関するポスター及び標語   ○○○○   ○○○○ 佳作 

【主張大会】 

苫小牧市中学生主張大会  ○○○○ 優良賞   ○○○○ 奨励賞 

 

 

 

 

子ども相談支援センター 

相談窓口のお知らせ 
いじめや不登校、体罰などの学校教育に関する

悩み、子育て・しつけなど家庭教育に関する悩み

など相談してください。 
 

●電話相談 

 ０１２０－３８８２－５６ 
（無料、毎日 24 時間対応 ） 

 

●メール相談 

doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp 

※急ぎの場合は電話相談を利用してください。 

 

●来所相談 
 （10～16時、土日・祝日、年末年始はお休みです。） 

子ども相談支援センター 

 札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館８階 

※上記の電話相談で予約してください。 

  

※ センターのＷｅｂページに、「子ども相談
支援センターへの相談事例」を掲載していま
す。次のＵＲＬからご覧ください。 

URL:http://www.dokyoi.pref. 
hokkaido.lg.jp/hk/ssa/ 
soudanjirei.pdf 

自家用車の送迎に係る安全確保について（お願い） 

◎ 今後、降雪期を迎える中で校門前の道路では、特にスピードを
落とし、登下校の児童・生徒や歩行者の横断などを最優先に考え
て運転をお願いします。 

◎ 車が多く出入りする朝につきましては、 
・日新小学校の遊歩道の手前で時計回りに回った後、中学校校門
付近で降車するようにお願い致します。 

・ピノキオ幼稚園側の車線に停車したり、中学校の校門の中に車
を乗り入れたりするのはご遠慮ください。 
（※車いすや松葉杖などの生徒の送迎はあてはまりません） 

※ 生徒の登下校の安全を確保するため、 
ご理解とご協力をよろしくお願い致します。 


